
一般社団法人ピースボート災害ボランティアセンター（PBV）

活動報告レポート
寄付金額 107,700 円（2018年9月28日分）

【KURADASHI.jp会員の皆様へ】
ピースボート災害ボランティアセンター（PBV）は、被災地での災害支援活動や災害に強い社会作りに取組む非営利団体

です。誰しもが、自然災害に遭遇する可能性があります。困難な状況にあったとしても、適切なサポートがあれば、未来に

向かう一歩を踏み出せます。

ひとつとして、同じ災害はありません。そして、ひとつとして同じ支援のカタチもありません。私たちはその時、その場所、

その人たちに必要な支援を実施しています。

いつもご支援いただき心より感謝申し上げます。皆様のご支援は被災された方々が一日も早く安心して生活できるように

活用させていただきます。今後ともご支援を宜しくお願い致します。

西日本豪雨（平成30年7月豪雨）災害支援

2018年6月28日から7月8日にかけて、西日本を中心に全国的に広範囲で記録的な集中豪雨が発生しました。この豪雨に

より、西日本を中心に多くの地域で河川の氾濫や浸水被害、土砂災害など甚大な被害がありました。PBVは特に被害の範囲

が広く甚大であった岡山県倉敷市での支援活動を実施しています。現地災害ボランティアセンター運営サポート、被災家屋

の清掃活動、避難所運営サポート、食事支援、コミュニティ形成サポート、シーズ・ニーズ調整などを実施。関係機関と

連携し被災者ニーズに合わせた支援活動を展開しています。

●避難所運営サポート（避難生活の環境改善）

倉敷市では24カ所の避難所が開設され、2,000名を超える方たちが、避難生活を余儀なくされていました。指定避難所は
学校など、もともと大勢が長期間避難生活を送ることを前提にした設備になっていません。そのため、寝床や食事、トイレ、
洗濯、物資配布など生活環境を整える必要があります。倉敷市職員や応援職員、地元団体、外部支援団体と協働して運営の
サポートを実施してきました。厳しい避難生活でも、丁寧に避難者のお話に耳を傾けながら少しでも日常の暮らしを意識
できるように日々工夫し、取り組んできました。



【PBVオフィシャルサイト】 http://pbv.or.jp/

●被災家屋の清掃・保全
今年の夏は、各地で35℃を超えるような例年にはない猛暑を観測しました。2階まで浸水した家屋の清掃活動では、家財

の運び出し、土砂の撤去など過酷な状況での作業が続きました。家財の運び出しを終えた後も、カビなどの被害から家屋を

保全するために、床下の清掃や土壁、天井、断熱材の撤去・清掃など地道な作業が続いています。

●自主避難・在宅避難者支援（食事支援）

指定避難所以外に、神社やお寺、公民館など自主的に避難されている方も多くいらっしゃいました。また、浸水の被害を

受けた場合でも、自宅の2階で避難生活を送る方もいます。しかし、指定避難所とくらべ自主避難所や在宅避難者への支援

は届きづらいのが現状です。そこで、食事の支援を通じて避難者の困りごとの把握や必要に応じた支援を実施してきました。

行政から提供される食事はおにぎりやパン、弁当が多く、栄養が偏ったり野菜やビタミンが不足しがちになります。食事の

支援では、野菜をたっぷり使った副菜やフルーツの冷菓が好評でした。

真備町では、みなし仮設住宅（民間の借り上げ住宅）や

建設型の応急仮設住宅への入居が進み、スーパーや飲食店も

少しずつ再オープンし、商店が並ぶ大通りには少しだけ明

かりが灯り始めました。

しかし、約8700世帯の内、5600件の家屋のほとんどが

1階以上浸水し、6割以上の被害に遭われた真備町では、豪雨

前にくらべ人口も約1600人減ってしまっています。

その一方で、住民の方々からは「真備に戻ってきたい」

「早く家に帰りたい」といった声を多く耳にします。

ピースボート災害ボランティアセンタ(PBV)は、引き続き

住民一人ひとりに寄り添い、暮らしの再建と住民がお互いに

支え合える場づくりのサポートを行っていきます。

引き続き皆さまからのご支援が必要不可欠です。どうか、

ご協力をお願いいたします。

http://pbv.or.jp/

